
理事会議事録 

日時：11月 26日  月曜日 19時より 場所：谷野呉山病院 

参加： 

＜理事＞ 

齋藤、松岡、島津、丸本、森、吉波、松本、森、大平、渡邊、藤井、能登、吉村 

＜以外＞ 

谷口 

欠席：橋爪、桐山、小倉、作田 

 

≪報告事項≫ 

１．各種事業について 

１－１．いきいきとやま・健康と長寿の祭典、ねんりんピック（11月 3日～5日（6日）） 

・富山市総合体育館リハビリ専門職協議会ブースには、500名以上の集客あり 

１－２．東海北陸作業療法学会（11月 17日～18日） 

・東海北陸県士会長会議にて、ブロック学会、臨床実習指導者研修会等について検討 

・東海北陸学会は、2019年度は静岡県、2020年度は富山県にて開催予定。 

１－３．精神保健福祉実現会議 

・10月 24日、11月 21日会議に齋藤会長出席  

・12月 9日講演会に齋藤会長、島津事務局長出席 

・今後、事務局への協力打診、寄付金（金額未定）の依頼 

１－４．「地域におけるリハビリテーション活用促進を目指した調査研修事業」アンケート 

・地域アドバイザー委員会等に確認の上、齋藤会長より返答 

１－５．地域リハビリテーションに関する会議 

・随時、医療圏単位で開催される予定であり地区毎に周知 

２．協会事業について 

２－１．認知症作業療法推進委員会 

・これまで 3部構成であったが、今後は 2部構成 

・12月 9日 認知症作業療法推進のための研修会 

２－２．生涯教育 

・11月 17日 18日生涯教育委員会の報告 

２－３．運転と作業療法委員会 

・富山県士会は、「3者協議の場の設定」での結果通知あり、12月中に開催予定 

２－４．介護ロボット 

・定巡に対するニーズ、デマンド調査し、第 3回富山県協議会（11月 30日）にて検討 

２－５．2019日本作業療法協会重点項目 

・精神科作業療法、運転、臨床実習指導者研修、障害者スポーツなどの確認 



３．各部会、委員会などより 

３－１．災害リハビリテーション委員会 

・11 月 13 日災害模擬訓練の返信率は、高岡地区 49％、新川地区 70％、砺波地区 87％、

富山地区 53％、自宅会員 9％、全体平均 59％。 

・連絡網での FAXで行う場合の課題と、今後の提案あり、委員会にて検討 

・協会シュミレーション訓練（2月 8日頃）あるが、次年度からの参加を検討 

３－２．北陸３県MTDLP事例検討会 

・今年で 1クール終了のため、県士会単位で行っていくことを提案 

・事例登録の推進に向けた研修会などを検討 

３－３．身体障害部会 

・11月 11日研修会に、県士会外、学生含む 52名の参加 

３－４．地域アドバイザー委員会 

・10月 29日砺波地区、11月 9日高岡地区、今年度中新川地区にて開催 

・11月 29日富山市ブロック別認知症研修会 Dブロックにて齋藤会長講演 

３－５．教育部 

・11月 25日現職者選択研修会（精神分野）4名のみ参加 

・精神分野は、今年度、協会の重点課題であり、体制と啓発の強化 

３－６．広報部 

・新しいパンフレットを作成 

・ロゴマークの取り扱いについて規定を作成し、今後広報部で管理 

３－７．渉外部 

・公文書等、公開する文書に関して、不十分な文言があり、注意喚起するとともに、正し

い 

文面を周知 

 

≪検討事項≫ 

１．協会事業 

１－１．生涯教育 

・2019年度生涯教育手帳及びポイントシールが廃止 

・カードとバーコードリーダーによる管理と、主催者による協会システムへの登録へ移行 

・12月機器が事務局に郵送され、県学会にて試用し、今後の管理方法について検討 

２．各部会、委員会などより 

２－１．事業計画案について 

・理事会にて不足事項や不明点について抽出し、全体会にて確認、検討 

 

 次回：全体会 12月 12日 19時より 場所 谷野呉山病院 



    記録者：藤井  


